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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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4,3934,645

職員数（人）

 決　算　額（B）

達成状況
の分析

次世代ヘルスケア産業協議会を通し、
・県内ヘルスケア企業・市町村・介護事業者等のニーズに沿ったテーマを設定し、事業を実施することができたため
・マッチングや製品、サービスの試験的導入に向けたサポートなど参加者のニーズに沿ったきめ細やかな支援を行ったため

主な取組

✔ ヘルスケア産業マッチングフィールド運営（次世代ヘルスケア産業協議会で実施）
　・県内の市町村、介護事業者等の関心の高いテーマを設定し、現場視察・
　　ワークショップ等を通じて県内ヘルスケア企業とのマッチングの機会を創出
　・市町村、介護事業所等へのヘルスケア製品の試験的な導入をサポート

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

No 成果指標

1

2-5 地域に根差した産業の振興

- 50件/年

うち一般財源 2,500 2,500

30件 ↗

実施期間 S27

産業政策課

成果指標
設定理由

県内のヘルスケア産業の振興・創出に向け、県内企業の動向を把握するための数値を設定。
※目標値：20件増加（前年実績や事業者ヒアリングに基づき設定）

合計（A) 4,752

総合的に展開する
重点政策

2-1 革新力に富んだ産業の創出・育成

H29年度

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
　平成27年３月に「長野県次世代ヘルスケア産業協議会」を設置。協議会に設置した分科会で検討した実証事業
を、経済産業省の公募事業に提案した結果、採択された。
　上記協議会を通じ、引き続き県内ヘルスケア企業が抱える課題解決等に支援策を展開する必要がある。

【目指す姿】
　県内各地で展開されている「健康長寿」の強みを活かしたヘルスケア産業の振興に向けた取組を加速するとと
もに、健康づくりの県民運動「信州ACE（エース）プロジェクト」とも連動し、県内において地方創生の視点も
踏まえた次世代のヘルスケア産業を創出する。

【実施内容】
　「長野県次世代ヘルスケア産業協議会」を通じたヘルスケア産業への支援施策(ヘルスケア産業マッチング
フィールド運営)の展開

区分（単位：千円）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

sansei@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 労働生産性

課・室

事業番号 07 02 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 ヘルスケア産業振興事業
部局 産業労働部

4

支援施策を利用する
企業・団体・機関の
数（延べ数）

3

2

4,752

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 4,752

4,752

H30年度

達成

0
達成状況

R１年度指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

・次世代ヘルスケア産業協議会会員を中心として、より専門的・
発展的、地域に根差した活動に展開していく必要がある。

・ヘルスケア産業の振興・創出に向け、引き続き協議会と
連携し、より多くの県内事業者の活動支援、事業成果の発
信等を実施していく。

目標値H30年度 R１年度

50件 ↗
事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

ワークショップ
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千円
ヘルスケア産業振興事業

産業労働部 課・室 産業政策課

細事業
No.

部局事　業　名 ヘルスケア産業振興事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 07 02 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
4,645 4,393

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

負担金

令和元年度　実施内容（実績）

ヘルスケア産業の振興のため、「長野県次世代ヘルスケア産業協議
会」を通じた支援策を展開する。
【マッチングを目的とするワークショップ等の開催９回、支援施策を利用す
る企業・団体・機関の数　50件】

No.

1

実施
方法

細事業を構成する主な取組

長野県次世代ヘルスケア
産業協議会への負担金
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